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「豊かな未来、津軽の郷土」 

五所川原青年会議所（尾崎行雄理事長）が、「未 

来の津軽」をテーマに小・中学生から絵画を募 一 一 	 、 ’一 」 	 I 」 」ーノJ ーノ Irム＝J し ツナ 	 、 

5511 

、  

集中学生の部で青年会議所理事長賞を受け発×～ 

1 	（昭和33年 9月10日第 3種郵便物認可） 	1部 9円 	 〔毎月 2回・1日‘ 15日発行〕 

一 広報 、 ‘ 	， 、 

翁ご、よびわら 
発 行 所 

五所川原市役所 

483号 

昭和55年11月15日 

印刷 鞠佐々木印刷工業 

	

市 の 人 口 
	

男 25,596人 
	

世 帯 数 	14,463 

	

52, 923人 
	

女 27,327人 
	

（昭和55年11月1日現在）住民基本台帳から 

中川中学校 2 年生’小野敦司君の絵です。 
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市
攻
広
報
テ
レ
ピ
を
 

「
五
所
川
原
市
だ

よ
り

」
 

ロ
放
送
局
名
 
青
森
放
送

（
R
A
B
 

ロ
放
送
日
時
 
毎
月
第
二

・
第
四
火
曜
日
 

午
後
四
時
五
十
五
分
か
ら
五
時
ま
で
 

「
広
報
ご

し
ょ

が

わ
ら

」
 

ロ
放
送
局
名
 
青
末サ
フ
レ
ピ

（
A
T
v
)
 

ロ
放
送
日
時
 
毎
H
第
 

・
第
四
上
曜
目
 

午
前
七
時
ニ
ト
五
分
か
ら
L
時
四
十
分
ま
で
 

視 
聴 
下 
さ 
し、 

‘ ー ‘, 

教
育
振
興
に
寄
与
 

文
化
向
上
に
尽
力
 

神
 
守
夫
氏
（
翼
 

小
山
吉
之
助
氏
 
元
）
 

市
内
み
ど
り
町
八
丁
目
．
 

市
内
松
島
町
二
丁

目
四
七

市
教
育
長
と
し

て
教
育
の

充
実

・
発
展
に
力
を
尽
く
さ

れ
る
と
と
も
に
、
川
柳
を
通

じ
て
文
化
の
向
上
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。
 

内
助
功
労
章
 
俊
さ
ん
 

郷
土
史
研
究
を
通
じ
地
方

文
化
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
ほ

か
、
収
入
役
と
し
て
市
勢

の

進
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。
 

内
助
功
労
章
 
キ
ミ
子

さ
ん
 

青
森
市
羽
白
字
沢
田
一
一

多
年
教
育
者
と
し
て
精
励

さ
れ
、
特
に
確
固
た
る
理
念

に
基
づ
く
実
践
を
通
し
て
教

育
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。
 

内
助
功
労
章
 
信
さ
ん
 

内
助
功
労
章
 
こ
う
さ
ん
 

市
文
化
褒
賞
受
賞
者
の
よ
こ
が
お
 

大
船
渡
市
盛
町
字
砂
土
場
 

二
四
ー
八
 

永
ら
く
病
院
長
と
し
て
岩
 

手
県
民
の
健
康
増
進
、
体
位

の
向
L
及
ぴ
衛
生
思
想
の
普

及
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

地
方
文
化
を
振
興
 

高
橋
昇
一
氏
（
7
8)
 

衛
生
思
想
を
普
及
 

阿
部
辰
夫
氏
（

7
6)
 

r
 

広報ごしょがわら 	昭和55年（1980年）11月15日（483号） ② （第 3 種郵便物認可） 

高
橋
、
神
守
、
阿
部
、
小
山
氏
に
文
化
褒
賞
 

昭
和
五
十
五
年
度
の
市
文
化

褒
賞
・
市
褒
賞
の
授
賞
式
が
十

一
月
二
日

・
文
化
の
日
午
前
十
 

ねぎらう 

時
か
ら
市
中
央
公
民
館
で
行
わ
 

れ
、
高
橋
昇

一
氏
ら
四
氏
に
文
 

化
褒
賞
、
前
田
重
太
郎
氏
ら
四
 

氏
に
市
褒
賞
が

そ
れ
ぞ
れ
贈
ら

れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
夫
人

に
は
、
内
助
功

労
章
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
 

授
賞
式
に
は

各
受
賞
者
を
は
 

長者森平和公園 

市都市計画課では、 「長者森平和公園墓地」の

購人者を募集していま十。 

ロ募集区画 	150区画 

ロ墓地面積 

ロ永代使用料 	110,000円 

ロ管 理 料 

常時受け付けしています。 

申し込みと同時に、水代使用料と管理料を納付 

していただきまナ。 

ロお問い合わせ 

詳しくは、市都市計画課（廿⑤2 111番・内線233 

ぐ）へ I1I 合わせ卜さ 	 ーノ 

rて地の購入者を募集 

じ
め
市
二
役
、
市
議
会
議
長
、
 

市
表
彰
推
せ
ん
委
員
会
委
員
、
 

そ
れ
に
こ
れ
ま
で
の
受
賞
者
な

ど
四
十
人
ほ
ど
が
出
席
し
ま
し

た
。
 

式
で
は
、
君
が
代
斉
唱
の
あ

と
、
寺
田
市
長
が
受
賞
者
と
夫

人
一
人

一
人
に
褒
状
と
勲
章
を

手
渡
し
、
 
「
受
賞
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
、
郷
土
を
深
く
愛
し
そ
れ

ぞ
れ
の
道
を
究
め
て
、
郷
土
の

誉
れ
を
高
ら
し
め
た
。
こ
れ
ま
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ー
 

納
税
は
お

済
み
で

す
か
 

納
税
者
の
皆
さ
ん
、
納
税
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。
 

今
H

ー
ト
1
1は
国
民
健
康
保
険
税
の

三
期
、
固
定
資
産
 

税
の
四
期
の
納
付
期
で
す
。
 

今
 
度
お
手
元
の
納
付
書
を
確
か
め
、
未
納
の
と
き
は
 

納
期
内
に
納
付
し
ま
し
ょ

一1
。
 

（
収納
課
）
 

未
納
の方
は
お
早
め
ぐ
 

~ 

~ 

地
方
自
治
に
貢
献
 

前
田
重太
郎
氏
（翌
 

市
内
梅
田
字
福
浦
二
六

市
及
び
村
議
会
議
員
と
し

て
公
共
の
福
祉
の
向
上
と
、
 

地
方
自
治

の
確
立
に
大
き
く

寄
与
さ
れ
た
ほ
か
、
社
会
福

祉
の
増
進
に
も
尽
く
さ
れ
ま
 

ー
 
‘
 

共
蕎

祉
を
増
進
 

神
 
吉
太
郎
氏
蕗
）
 

市
内
新
町
六
二
一
 

地
域
経
済
の
振
興

・
発
展

に
尽
く
さ
れ
る
と
と
も
に
、
 

民
生
委
員
と
し
て
社
会
福
祉

の
増
進
に
大
き
く
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。
 

内
助
功
労
章
 
キ
ヤ
さ
ん
 
 

で
の
ご
労
苦
を

た
た
え
る
と
と

も
に
、
今
後
と

も
ご
指
導
、
ご

べ
ん
た
つ
を
お

願
い
し
た
い
」
 

と
あ
い
さ

つ
を

し
ま
し
た
。
 

次
い
で
、
小

野
市
議
会
議
長

村
上
市
表
彰
推

せ
ん
委
員
会
会
 

経
済
の
発
展
に
寄
与
 

葛
西
 
保
氏
（
6
6)
 

市
内
七
ッ
舘
字
鶴
ケ
沼

一

六
二
一
 

郷
土
の
発
展
と
地
方
自
治

の
確
立
に
貢
献
さ
れ
、
農
業

団
体
で
は
地
域
経
済
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
助
功
労
章
 
八
代
重
さ
ん
 
 

長
が
祝
辞
を
述
べ
、
受
賞
者
を

代
表
し
高
橋
昇

一
氏
が
、
 
「生

涯
の
歴
史
に
貴
い
一
行
を
加
え

る
こ
と
が
で
き
、
感
激
あ
る
の

み
。
本
日
の
受
賞
を
契
機
に
恩

返
し
の
つ
も
り
で
社
会
の
た
め

市
の
た
め
微
力
を
尽
く
し
た
い
 

」
 
と
謝辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
市
民
歌

「世
紀
の

花
を
咲
か
そ
う
よ
」
を
斉
唱
し

て
式
を
閉
じ
ま
し
た
。
各
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

農
業
を
近
代
化
 

飯
塚
平
次
氏
（
販
 

市
内
飯
詰
字
福
泉
一
七
〇

土
地
基
盤
整
備
事
業

の
先

駆
者
と
し
て
農
業
の
近
代
化

に
貢
献
し
、
ま
た
村
議
会
議

長
、
市
助
役
と
し
て
市
政
の

進
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
助
功
労
章
 
ノ
ブ
さ
ん
 

③ （第3種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 昭和55年（1980年）11月15日（483号） 

長年の労苦 

市
褒
賞
受
賞
者
の
よ
こ
が
お
 

市
褒
賞
は
前
田
、
神
周
、
葛
西
、
飯
塚
氏
 

             

              

              

    

みんなで明るい正月を 
ちどり会 I 催ジ）第14回「歳末助け合い芸能祭」 

が次の目程で行われます。 

多数おいでドさい。 

芸能祭の益金は、すべて歳末助け合いの義援金 

として配分されますので、皆さんのご協力をお願 

し、しまよ。 

ロと き 12月 7 FI（印午前10時 

ロところ 市民文化会館 

ロ入場整理券 市社会福祉協議会 ( 廿c4 3494番） 

にあります。 

ロ後 援 市社会福祉協議会‘陸奥新報社・青 

森テレビ 

  

      

              

     

歳末助け合し 

 

ツ
 

芸
 

 

           

           



舞
監
年
ぶシ
に
両
観と
対
面
「
 

雄
馳
川如
嶋
中
国
か
ら

一
時
帰
国
 

戦
前
、
両
親
と
と
も
に
旧
満

州
に
渡
り
、
戦
後
の
食
糧
難
で

現
地
人
に
預
け
ら
れ
た
ま
ま
行

方
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
市
内
毘

沙
門
出
身
の
太
田
リ
ツ
エ
さ
ん
 

（
三
九
）
が
十
一
月
六
日
、
三

十
九
年
ぶ
り
に
中
国
か
ら
一
時

帰
国
し
、
繁
男
さ
ん

（
七
〇
）
、
 

ミ
ョ
さ
ん

（
六四
）
の
両
親
と

涙
の
対
面
を

し
ま
し
た
。
 

リ
ツ
エ
さ
ん
は
、
生
後
間
も

な
い
昭
和
十
六
年
四
月
、
間
島

》
 
省

揮
春
県
飯
詰
開
拓
団
に
入
植
 
 

し
た
家
族
と
と
も
に
渡
満
。
五

歳
の
と
き
、
食
糧
難
か
ら
現
地

人
に
預
け
ら
れ
た
。
 

昭
和
二
十
一
年
十
月
、
母
親

が
引
き
揚
げ
の
際
つ
れ
て
帰
る

予
定
だ
っ
た
が
、
現
地
人
に
引

き
渡
し
を
拒
否
さ
れ
、
そ
の
ま

ま
と
な
っ
て
い
た
。
 

昨
年
七
月
、
岐
阜
県
開
拓
自

興
会
の
調
査
依
頼
で
生
存
が
確

認
さ
れ
、
今
回
の
一
時
帰
国
が

実
現
し
た
。
 

リ
ツ
エ
さ
ん
は
、
現
在
、
中
 
 

国
吉
林
省
輝
春
県
英
安
公
社
に

勤
め
る
超
福
志
さ
ん
と
結
婚
、
 

三
男
三
女
を
も
う
け
て
い
る
が

今
回
三
男
の
勝
剛
ち
ゃ
ん
（
一
一

つ
）
を
と
も
な
っ
て
里
帰
り
し

た
も
の
で
す
。
 

祖
国
の
土
を
踏
ん
だ
リ
ツ
「エ

さ
ん
が
、
「と
て
も
い
い
感
じ
」
 

と
話
せ
ば
、
繁
男
さ
ん
も

「
生

き
て
い
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た

が
、
感
慨
無
量
で
す
」
と
声
を

詰
ま
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
 

西
北
五
社
教
振
興
大
会
 

ロ
テ
ー

マ
 

「家
庭
教
育
振
興
の
た
め
の
社
会
教
育
の
 

あ
り
方
を
考
え
よ
う
」
 

ロ
と
 
き
 
十
二
月
四
日
（
木
）
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館

（
駅裏
）
 

ロ
昼
食
代
 
一
人
五
百
円
（
中
し
込
み
と
同
時
に
納
入
 

し
て
ド
さ
い
）
 

ロ
申
込
み
締
切
り
 
十
．
月
二
十
八
H

（
金
）
 

ロ
申
込
み
先
 
五
所
川
原
市
字
岩
木
町
一
二
、
市
教
育
 

委
員
会

・
社
会
教
育
課
 

な
お
、
詳
し
く
は
、
社
会
教
育
課

（
廿⑤
 
．
 

・

内
線
二
五
〇
番
）
へ
お
間
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

＋
二月
四
日
中
央畦
醗
、
 

秋
の
火

災
予
防
運

動
が
行
わ

れ
て
い
る
 

rあ嘉も献血手帳を 

十
月
二
十
六
日
、
市
月
舎
前

「
 

お
祭
り
広
場
」
で
市
民
と
消
防

デ
ー
が
開
か
れ
、
家
族
そ
ろ
っ

て
一
日
消
防
士
を
体
験
し
ま
し
 

た
。
こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の

雨
で
し
た
が
・
、四
十
H
旧
級
ハ
「
ン

ゴ
車
や
屈
折
ハ
シ
ゴ
車
の
放
水

塔
に
仲
良
し
が
そ
ろ
っ
で
乗

J
 

た
り
、A
起
震
車
で
震
度
七
の
揺

れ
を
体
験
す
る
な
ど
、
火
災
や

地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
か
み
し
め

て
い
ま
し
た
。
 

移動採血車 「青い鳥’】」が、次の目程で街頭献 

血を行います。 

ご協力をお願いします。 

ロとき・ところ 

12J1 4 H()●午前10時30分～正午 

市庁舎前「お祭り広場」 

●午後1時30分～ 3時

敷島分院前 

街頭献血のご案内 

r
 



ノ
 

に動保健所を開設 IL所川原保健所では、次のH程で移動保健IJrj 

× 

を開設します。お気軽においでドさい。 

ロと き 12月 5 E_I陶午前 9時30ラ● - 11時30分

ロところ 高野公民館 

ロ実施内容 般健康相談、血圧測定 昂マJ血圧

者に心電図）、衛生検査（検尿、血液

型、血色素）水質検査、総合健康診

断。 

× 

年末調整説明会 
ロと き 12月 1日（月）午前 9時30分～正午

口対 象 支店法人、白申個人、その他

ロところ 市中央公民館 
―一 ◇ー ◇ー  

ロと き 12月1日（月）午後 1時30分から午後 4時 

口対 象 本店法人 

ロところ 市中央公民館 

◇ー ◇一 

ロと き 12月 2 日因午前 9時30分、午後4時 

口対 象 本店法人 

ロところ 市中央公民館 

き

象

ろ
 
き

象

ろ
 
き

象

ろ

こ
 

こ
 

こ

と

対
と
 
と

対
と
 

と

対
と

ロ

ロ
ロ
 
ロ

ロ
ロ
 

ロ
ロ
ロ
 

、
い

耳
炎
の
引
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ

「
み
ん
な
の
健
康
教
室
」
 
が
、
 

次
の
H
程
で
開
か
れ
ま
す
 
お
気
軽
に
お

い
で
ド
さ
い
。
 

今

回

の

テ
ー

マ
は
 
「
中
耳

炎
の
話

一
に

つ
い
て
で

す
。
 

「
レ」
 
き
」
 
ー
一

日
J
 ート
・
八
ー
ノ
悪
F
弘
文
‘
ヒ
寸
か

「
つ
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
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県郷土料理コン

クール募集要項 
~．主 	催 

（社）青森県物産協会‘青森県観光連盟・青森県 

2，作品規定 

(1） 自己の作った郷土にふさわしい料理であること。 

(2） 料理の主材料は、県内で生産又は採取できるもの

とすること。 

(3） 料理は10月頃から 3月頃までの季節料理あるいは

年間を通じて作られるものであること。 

(4） 料理は和風、洋風を問わない。 

3,応募資格 

県内在住者に限る。 （郷土料理の専門家、家庭の主婦 

等を問わない） 

4．応募方法 

応募者は、別紙参加申込書に所要事項を記入のうえ、 

完成品のカラー写真を添付して申込みすること。 

5．応募締切り 

11月30日（ただし、申込書郵送の場合は締切日の消印 

まで有効） 

6. 審 	査 

(1） 予備審査 	11月30日 

(2） 本審査 	12月22日 

7．経費の負担 

材料等出品にかかわる経費はすべて応募者の負担とす 

る。 

8．入選者の発表 

本審査当日発表 

9．応 募 先 

青森市長島一丁目1一1 青森県観光課内 

（社）青森県物産協会 

廿 0177-22-1111（内線4177) 
l0. 審査方法 

主催者側で委嘱する審査員で審査する。 

II．ほ う 賞 

特選 2点 賞状及び副賞（30,000円又は相当の県産品） 

入選 4 点 賞状及び副賞（20,000円又は相当の県産品） 

佳作6点 賞状及び副賞（10,000円又は相当の県産品） 

お間い合わせ 市商工観光課（廿（るり2111番・内線260番） 

冷害農家救済に国民 

年金の保険料を免除 
市では、冷害農家の救済のため、国民年金の保険料の免

除申請を受け付けしております。早急に申し出て下さい。 

災害のための国民年金の保険料の救済措置は、保険料の

免除制度しかありません。 

このたびの冷害農家に対する保険料の免除は、特例とし

て、55年度 4 月分当初から、56年 3月分までの1カ年分の

保険料を免除するものです。 

普通、農家の場合は、収穫後、保険料を納めるので、 4 

月分から11月分までは、滞納になっております。このまま

保険料を滞納しますと、万一けがをしたり、ご主人が亡く

なられた時などに、障害年金、母子年金、準母子年金など

が受けられませんし、老齢年金も受けられない事がありま 

す。 

今年の保険料（1人1年分定額で45,240円、付加年金で 

50,040円）を納めるのが、難しいと考えましたら、早速に

保険料の免除申請をして下さい。 

手続きは、市社会課・国民年金係か各支所、コミュニテ

ィセンター中川、松島同開設準備室へ印鑑をご持参のうえ 

11月末日までにおいでになると済みます。 

なお、免除された分は、三分の＝一に減額されます。ただ

し、10年以内に免除された分を納めますと、通常の年金が

受けられます。 
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教
育
振
興
A
！
等
に

二
十
万
円
寄

付
 

」の部分が改定部分です 

小
関

勝
治
さ

ん
 

市
内
岩
木
町
の
小
関
勝
治
さ

ん
は
九
月
二
十
五
日
、
市
教
育

振
興
会
と
市
体
育
協
会
に
そ
れ

ぞ
れ
十
万
円
づ

つ
を
寄
付
し
ま

し
た
。
 

先
ほ
ど
亡
く
な
っ
た
父
勝
雄

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
贈
っ

た
も
の
で
す
。
 

善
意
銀
行
預
託
者
 

▽
辻
義
一
 
（
上平
井
町
）
▽

林
き
わ

（
中平
井
町
）
▽
青
友

会

・
寺
田
一
 
（石
岡
）
▽
茶
道

裏
千
家
淡
交
会
分
会
長
・
青
木

裕
次

（
旭
町
）
▽
五
所
川
原
東

高
校
生
徒
会
会
長

・
土
岐
敏
教
 

（
羽
野
木
沢
）
▽
五
所
川
原
青

年
会
議
所

・
交
通
問
題
委
員
会

▽
小
坂
優
子

（
雛
田
）
▽
中
三

卿
会
社
（
本
町
）
▽
仲
よ
き
会
 

・

伊
藤
よ
き
代
表

（
松島
町
六

丁
目
）
▽
成
田
武
雄
（
高
瀬

）
 

▽
卿
会
社
平
泉
農
機
・
平
泉
友
 

弘
（
旭
町
）
 

（
敬称
略
）
 

役
所
仕
事
で

お
悩
み

の

方
は
行
政

相
談

委
員
へ
 

五
所
川
原
市
大
字
姥
勉
字
桜
木

坂
本
甚
作
（
廿⑤
三
〇
四
八
番
）
 

五
所
川
原
市
字
柳
町
八
 

成
田
栄
一
（
n
④
三
〇
二
八
番
）
 

(10円でかけられる秒数） 

料 金 区 間 

五所川原管内 

か 	ら 	の 

区間の具体例 

午 	 後 午 前 

7時 	8時 	9時 0時 	6時 	7時 	8時 

区域内通話および60キロメートルまでの市外ダイャル通話は現行通りの料金です。 

市
 

外
 
ダ
 

イ
 
ャ
 
ル
 

通
  

60堵以上 

~80端まて二 

十和田、三沢 

能代、鷹巣 

1 	にモト 
21秒 

， 	と 4J、 
」 	、Jlフ 

21秒 
1 JlJノ 

100堵まで” 

八戸、三戸 

むっ、二戸 

1 	っ毛ト 
21秒 

. 	o エ，l l 	●J lゾノ 

21秒 
l J,Jノ 

120鴛まてる 

函舘、男鹿 
1 n 壬ト 

18秒 
， ハキ小 上 U lフ 

18秒 
I U 19 

160端まてる 

秋田、盛岡 

本荘、大曲 

ロ千ト 
15秒 

~ 

04小 'J lJノ 

15秒 
0l!JI 

240端まてな 

花巻、横手 

水沢、室蘭 

に に玉ト 
12秒 

C 亡‘「、 '-i. 、Jlフ 

12秒 
U.Jlソ' 

320墳まてる 

仙台、山形 

札幌、石巻 

にもト 
9秒 

ピ ‘「、 
、J lブノ 

9秒 
Jtッ 

500堵まで” 

福島、新潟 

水戸、旭川 

』 玉ト 
7秒 

4 ' IS ' 1ジノ 

7 秒 「 
‘士 ty 

8.5秒 	 7秒 

話  
750端まで’ 

東京、横浜 

名古屋・稚内 

っもト 
5 秒 

り 千小 'J 1Y 
5 秒 

Jl!Jノ 

7. 5秒 	 5 秒 

750鴛 

を超えるもの 

京都、大阪 

鹿児島、沖縄 

り に壬ト 
4 秒 

り 亡毛ト 
‘．、Jlフノ 

4 秒 
'.Jl!y 

6. 5秒 	 4 秒 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
 

r
 

r
 

―般加入電話等のダイヤル通話料の料金改定 

日
本
電
信
電
話
公
社
で
は
、
電
話

利
用
の
お
客
さ
ん
に
安
い
料
金
で
、
 

し
か
も
便
利
に
使
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
遠
距
離
通
話
料

の
夜
間
割
引

の
幅
を
ひ
ろ
げ
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
ま
し
た
が
、
十
一
月
二
十
七
日

（
 

木
）
か
ら
次
の
と
お
り
改
定
し
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
 

現
在
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
区
間
は
、
午
後
八
時
か
ら
翌
日
午

前
七
時
ま
で
の
間
「
夜
間
割
引
」
（四

割
引
一
〇
〇
番

通
話
な
ど
の
“
交
換

手
扱
い
通
話

《
を
含
み
ま
す
）
を
実

施
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
左
記

の
と
お
り
改
定
し
ま
す
。
 

①
深
夜
割

引
の
実
施
 

三
百
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
遠
距
離
区
間
は
、
「夜
間
割
引
」
 
の

ほ
か
、
午
後
九
時
か
ら
翌
日
午
前
六

時
ま
で
の
深
夜
時
間
帯
に
も
う
一
段

の
割
引
を
行
い
、
「深
夜
割
引
」
（
六割

引
）
を
実
施
し
ま
す

（
一
〇
〇
番
通

話
な
ど
の
“交
換
手
扱
い
通
話

《
を除

き
ま
す
）
。
 

②
夜
間
割
引
の
時
間
帯
の
拡

大
 

「夜
間
割
引
」
 
の
時間
帯
を
前
後

そ
れ
ぞ
れ
一
時
間
拡
大
し
、
午
後
七

時
か
ら
翌
日
午
前
八
時
ま
で
と
し
ま

す
。
 

こ
の
よ
う
に
な
り
ま
す
と
、
五
所

川
原
局
管
内
か
ら
の
一
般
加
入
電
話

等
の
ダ
イ
ヤ
ル
通
話
料
の
料
金
改
定

表
は
、
下
記
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

（
五
所川
原
電
報
電
話
局
）
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